
ACE株式会社のご紹介

略歴：
1983年 愛媛県松山市生まれ
2002年 青山学院大学文学部卒業（体育会サッカー部所属）
2006年 株式会社SEA Globalに入社
2009年 野球メディア「Timely!」創刊
2015年 「Timely!」事業プロデューサー就任
2018年 ACE株式会社設立（現任）
2021年 野球グローブ再生工房「Re-Birth二子玉川店」共同オーナー就任
2022年 さいたま市にて総合スポーツスクールを立ち上げ
2025年 さいたま市にて総合スポーツ施設運営開始（予定）

ミッション：スポーツを通じて、人が繋がり、人生を豊かにする

・総合型野球クラブ「インディペンデンツジュニア」運営
（2022年4月～）
・マルチスポーツスクールの開講
（タグラグビー、サッカー、かけっこ、体操など）
・競技×走力をテーマにしたスクール運営展開（2024年1月～）

自社
アカデミー
事業

行政・公共・
私団体との
リレーション
（運営委託）

・認可外スポーツ幼児園「キッズ大陸」野球クラブ
運営受託
・品川区チャレンジスポーツ教室運営受託（2021年
4月～）
・さいたま市スポーツ協会イベントの運営協力
（2023年10月～）
・川崎フロンターレ「フロンタウン生田」
キッズスポーツフェスタ運営協力
・埼玉県スポーツ振興課との連携
部活動地域移行実証事業モデル選出
・さいたまスポーツコミッション主催「スポコミ
フェス」運営協力（24年11月）

・野球グローブ再生工房「Re-Birth」
ビジネスアドバイザー（2021年5月～）
・国内外スポーツキャンプの企画、
運営、協賛（2022年8月～）
・中学3年生対象「MAKE PROGRESS育
成会」発足（2024年9月～）
・中学軟式野球クラブ「リガーレ
SAITAMA ベースボールクラブ」発足
（2024年12月～）

競技普及・
育成/・支援
プロジェクト



地域クラブ：リガーレSAITAMA ベースボールクラブ

・地元大学生が指導者として中学生を指導する機会を創出
・指導者同士の学びの場コミュニティを醸成し、指導者育成も行っ
ていく（周辺地区との連携など横のつながりも強化して情報共有す
る）

指導者
育成

生徒 地域

・競技種目に関連する技術・トレーニング・栄養などの座学講
座の実習
・集合キャンプ企画での体験型学習の機会
・スポーツだけでない学習勉強支援のサービスも展開

・地域の病院や整骨院と連携し、野球肘検診の実施
・小学校、学童チームとの連携（ティーボール大会実施
など）
・地元企業協力の社会実証事業など

“地産地消型スポーツクラブの運営”

～地域のスポーツ人材が子供達を育てる環境を目指して～

技術指導・人間指導に長けた
指導者の起用

クラブと地域の結びつき学習
環境文武両道の環境づくり

地域
交流・連携



組織体制（実証期間）

・活動場所の利⽤調整
・学校との連携（チラシ、サイト告
知協⼒依頼など）
・地域移⾏に係る説明・運営協⼒

リガーレSAITAMAベースボールクラブ
運営主体：ACE株式会社

活動場所

富⼠⾒市
教育委員会

新狭⼭公園野球場
（狭山市）

富⼠⾒市内⼩・中学校
（⼩学11校・中学6校）

・役割分担の整理
・市区町村との連携・情報共有
・活動促進
・事業検証・成果発表

埼⽟県

事務局
・指導者体制の構築、シフト管理
・学校との連携、活動場所の調整
・指導⽅針の共有、改善
・⼤会参加の検討、調整
・⽣徒個⼈の情報共有、対応

現場運営

・プロジェクト管理
・会員管理
・保険の加⼊⼿続き
・広報活動の促進

統括責任者・管理運営
島本 隆史

現場責任者
井口 拓皓

コーチ
尾鷲 大

コーチ
川中 理

コーチ/トレーナー
松本 竜生

学生コーチ

副代表
齋藤 宗章

学習支援アドバイザー
桐生 祥汰

事務・総務スタッフ
学生アシスタント

城北埼⽟⾼校
グラウンド
（川越市）

⼤宮健保グラウンド
（さいたま市西区）

富⼠⾒市
総合運動公園
（富士見市）

室内練習場
（さいたま市中央区）



運営上の課題やポイント

練習拠点の確保 学生スタッフの確保

認知向上・集客施策の展開 保護者とのコミュニケーション

選手・保護者が安心安全に活動ができる練習場
所の確保。

拠点となる「地域」を定めることで、地域貢献
活動もしやすくなり、応援してもらえる人や企
業を増やしていくことができる

選手目線で明るく、一緒にプレーができる学生
スタッフの確保。

富士見市の立教大学やさいたま市の埼玉大学の
学生さんと連携した活動も今後増やしていき、
将来指導者を目指す学生の実習場所としての価
値も生み出していきたい。

新たなクラブとしてまずは興味を持ってもらい、
知ってもらい、来てもらう。

部活動との併用・軟式クラブ単体としての活
動・実戦機会の確保など保護者ニーズを汲み取
り、集客施策に繋げていく働きかけが必要。

心も体も成長が著しい中学生年代。

選手たちと一番身近で接する保護者の悩みや課
題、感情に寄り添い共にサポートしていく姿勢
が必要である。
そのためには普段からのコミュニケーションを
大事にし、連携する仕組みが大切となる。



今後の展開

・選手・保護者の皆さんが安心安全に・楽しく活動ができる環境を提供する
・参加者を増やし、実戦練習や試合が行える集客努力安定運営の基盤づくり

・平日＋週末の活動頻度をアップ
・オンライン指導による練習密度や効率アップ平日＋週末の活動

・野球を軸に、さまざまなスポーツが体験できる総合クラブに
・スポーツ＋勉強・学習支援のコンテンツ拡充野球+αの活動

協賛・協力企業の獲得 ・地域貢献活動を増やし、協賛協力パートナー
の獲得、営業推進

下部組織の充実 ・小学生、大人などピラミッド組
織の拡充


